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金屡の光輝焼鈍法

　金属の再結晶，調質などの熱慮理は高温で行わなけれ

ばならな）・が，一方金腸は高温では酸化しVすい．そこ

で金脱を酸化させずに焼鈍する方法，すなわち光輝焼鈍
法がいろ・・ろエーk・i．・nている・眞空や不灘國ろ水蒸

氣などを用いる方法があるが，筆者たちが實験室で試み
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第1圓　　眞空焼鈍装置
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第2園　　水蒸氣焼鈍装置

ラッピング機構につい・て

松　永　正　久

　ラヅピング試験機を試作して，ラッピングの際の麦
面の憂化を日本光學製仕上面桧査機，稿島式NF粗皮

計，電子顯徴鏡および電子廻折装置等を用いて研究し
た．使用した材料は炭素工具鋼第四糧および第乗種，

ブロックゲージ用鋼（C＝O．45・vO．55，　Cr＝＝O．5～1．0，

W・＝O．5～1．0）及18－8不誘鋼で，ラップ」には鋳鐵，ラ

ッビングパゥダーにはWA　＃　320を用い，乾式ラッ
プを行つた一　　ラッ　ピング前の仕」Lは研欝kこよ　e，　四1

凸は0．8yである．

　研磨方向に直角にラッピングする場合の試料の表面

を電子顯微鏡で観察すると，初期（200行程ラッピン

第　1　圖
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た鐵と鋼の光輝焼鈍法を．∴三紹介する．

　（D　眞空焼鈍：細長い試料を燵鈍するため，第1腱

aに示すような鐵管を昌クロム耀に装人して使用した．

試料を入れた鐵管の爾端にガラス管を貫通したゴム栓を
付け，　ピセインで密封し，ガラス管をセンゴ型眞空ボン

プ（30t，・’min）に導く．鐵管は熱り1專導性がよく，加熱する

とゴム栓部のビセ｛ンが軟化するので，圃のようなクー．

ラーを付ける必要がある．シリカ管を用いるとクーラー

はいらない，試料が鐵の時はガィスラー管で螢光がでる

程慶の眞空（10－2cm）で酸化はおきない．銅なら10－1c血

で1000℃まで加熱してもよv・．第1園bにはシリカ誓．

を用いた例を示した．この位の寸法の管では50　t；rniti

　　　　　の眞空ポンプを使えばよい．シリカ畳には
　　　　　　クーラーは不用で徐冷に適するが，こわれ

　　　　　やすい．鐵管は冷却蓮度が早く，破損しに

　　　　　　くい利黒占がある．

　　　　　　（2）　水蒸鑑嶋髄，第2圖aのような
　　　　　鐵管を煉に入れ瞥の中へ試料と一緒に水を
　　　　　　充滴しておく．纏温を次第に上げて行くと

　　　　　アドは次算に膨膜して爾端から溢れでるが，

　　　　　加熱部分が100℃以上に左ると試料の周D・
　　　　　　は水蒸氣の氣燈だけになり，温度が上るに
　　　　　　っれてホ蒸氣分子の密度’h：減って試料と紅

　　　　　腔分子の接鳴の頻度が少くなるので，翼空
　　　　　　焼鈍と同腺に酸化を起さない光輝僥鈍を行

　　　　　　うことがで蓉る．筆者は銅ρ緯錦にこの方

　　　　　　法を＊11fiして成功を牧めた．、第2圃bのよ

　　　　　　うに雨疏をノk稽．にすると，鴛．のす法を適賞

　　　　　　にすることによって試料を移勧することも
　　　　　　でき　（これは眞空煙鈍では困難），工夫すれ

　　　　　　ば長い線材の蓮績焼鈍も可能である・
　　　　　　　　　（195L　5．29．　’ngXX正フξ7　武谷清町｛）

第　2　囲

グ，一行程72粍，ラッピング歴力400　gr　tcm2）におい

ては第1鵬のように下地．の研磨きずが見られるが7さ

らにラッピングが．進むと（400鴛樫）表面の小突超が．

押しつぶきれて，熔融に似た様柑を呈する（第2蘭。

さらにラッピングが． i行するとはじめて平坦な面（第

3隅〕になる．この際の電子廻折窃眞は後二者とも何

れ．もハロ師であη，祐晶構造は認められない・チップ

は初期においてはラッピングパウダーが破梓した相鴬

大をな塊（2～5y）を見るが，次第に微細となり，鯵期

においては球瓶の小2なチップ（1p以下）を生ずる．

　研磨目と同方向にラワプするときは，これの現象は

直角方向の場合程顯著ではない・鵤針法による粗さは

中期以後隣殴とんど牛坦で匿別は困難であるが，NF
粗度計による’と喜はNF粗度には墾化なく，ZF坦度を

脅加するだけである・

　以上の靴果にっいて詳縞は目下桧討中であり，さら

にラヅプ画の愛化，ラヅピングパウダーの形状と切割

能，　面の粗さと反

身量能，ラッピング

而の電子廻折によ

る研究等について

實験を績行中で，

これらの結果は近

く襲表する豫定で

ある．
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